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事務局通信
〒151－0053 

東京都渋谷区代々木 2－39－7 メゾン代々木 201 号 

TEL03-3299-5276    FAX03-3299-5275 

通信窓口 zaitakubu-hoshinren@ion.ocn.ne.jp 
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10 月施術分からの改定についての説明会（第２回）開催 

事務局 齋藤 

令和 6 年 9 月 22 日（日）9：30～12：00、渋谷区上原社会教育館にて、第 2 回の説明会が開催 

されました。参加者は 14 名、第１回と合わせると 30 名ほどの会員が参加していただいたこと 

となり、職員一同感謝しております。          

今回の改定は、書式の大幅な変更に伴い料金単価の計算が変わったこと、「施術料」と「往療料」

を包括した形の「訪問施術料」という新たな仕組みに

変わったことなど、今までと違う感覚で 

申請に取り組んでいただくことになります。 

訪問先（同一日・同一家屋）の患者数が 1・2 人の場合

はそれほど大きな混乱は無いと考えますが、患者数 3

人以上の場合は施術日ごとの患者人数の管理を確実に

行っていただきたいと思います。往療料 2550円は廃止され、2300 円のみとなります。 

また、9 月までは施術者ごとに往療料の請求が可能ですが、10 月からは施術管理者でまとめるこ

とになります。午前に施術を終え午後に再訪問した場合の往療料も請求不可となります。往療表

は廃止されましたが、申請書に記載する内容が

増えることになります。 

これらを受け、会のソフトも大幅に 

リニューアルせざるを得ず、配信は 10 月に入

ってからとなるため、皆様には事前に厚労省の

「通知」「疑義解釈資料」をよく読みこんでか

らの申請書作成にご協力をお願いいたします。 

 

     

２５４号 
2024 年 9 月 27 日 

一般社団法人  

鍼灸マッサージ師会  
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野外パーティー マッサージボランティア 参加者募集！  

日時：11 月 3 日、会場：稲田公園、川崎市多摩区稲田堤 
 

川崎市多摩区の稲田公園で、一般社団法人鍼灸マッサージ師会から「マッサージコーナー」 

を出店します。 

多摩区菅稲田堤２−９−１最寄り駅 

：南武線稲田堤駅 

徒歩約７分又は京王線 

：稲田堤駅、北口 多摩川方面 

参加者は朝 9 時 30 分集合ですが 

途中参加大歓迎！！ 

希望者は事務局まで。 

但し雨天中止です。昨年は、開場と同時に多数の親子連れや地元のお年寄りなどが来場されました。 

オープニングは特製ステージで地元の勇壮な中之島太鼓で始まりました。 

又多数の模擬店も出店しており人気の杵つき餅は早々と売りきれる始末。我々鍼灸マ会は杵つき餅

で力をつけて体験マッサージを行いました。同時に NPO 法人「東洋医療を考える会」の署名も順調

に活動出来ました。 

子供に人気のポニーも長い列が続きバテテしまったとか！是非とも皆様の活動参加お待ちして 

います。当日はささやかですが多少の手当と昼食も支給されます。 

 

  

 

    「NPO 法人東洋医療を考える会」 

の体験マッサージ事業にご協力をお願いします。 
 あん摩・マッサージ指圧師の治療を体験してもらい、治療のすばらしさを理解していただくため

に毎月一回、千駄ヶ谷社教館にて「体験マッサージ」を行っています。 

 10 月は 17 日、11 月は 21 日の第３木曜日 13 時～15 時です。みなさまのご協力をお願いします。 

 ご連絡 事務所 03-3375-6151 担当者 山口充子 090-1435－3715 

稲田公園 

JR南武線稲田堤駅 京王稲田堤駅 

多摩川 
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オンライン保険認証のその先に 

2024/9/19 元副代表 橋本利治 

 2024/8/25 号鍼灸柔整新聞によるとオンライン保険認証が１２月からスタートするとの事である

が、その後にあるものはオンライン請求になるのではないかと未来図を描いている。 

この記事では「各施術所からダイレクトに審査・支払期間にオンラインにて申請がなされ、数か

月後には施術管理者の登録口座に直接療養費が振り込まれる」ようになるのではないかとの Q&A

に対して「現在では何も決まったわけではないが将来今回のオンライン資格確認の導入システム

に準じた取り組みにすればできる」との回答でした。 

この記事を私なりに解釈すると受領委任制度の導入、オンライン資格、オンライン請求は一連の

線上にあり、このシステムが完了すると各鍼灸団体の存在意義がなくなり解体せざるを得ないと

いうことになると予想できます。 

このようになれば私たちの環境は大きく変化するでしょう、つまり施術者は施術管理者という  

特権者に集約されて施術者の権利、（生活、医療倫理など）を守るための行動ができなくなって

しまうと考えられます。 

療養費施術料の単価の上げ下げも問答無用に厚労省のやりたい放題になってしまうのではないか

との懸念があります。 

このことははっきり決まったわけではないのですが、今から準備しておかないと取り返しのつか

ないことになってしまいます。会員の施術者は問題意識をもって議論を進める必要があるのでこ

の記事を取り上げました。 

受領委任制度とは何だったのか 

 オンライン申請導入の前段階としてもう既に受領委任制度が導入されて久しく馴染みになって

います。 

このことはオンライン導入のための布石だったのかもしれません。 

受領委任制度とは療養費受領を登録した施術者に対して療養費請求権を付与し療養費を委任者に

支払われる制度の事です。 

私たちは国家試験に合格した有資格者であるのです、無資格者であれば施術行為は本来行えな

い、そしてもし無資格者が医療行為の一部である施術を行うと違法行為となるのは明らかなので

す、しかし現状では無資格者でも実態はご覧のとおりです。有資格者だからこそ私たちの医業行

為は健康保険適用の対象となります。 

つまり私たちの医業行為に対して受領委任の壁は本来なら不要なはずなのですが医業行為と認め

ていないがゆえにこのような二重の制度を作ったように思います。 

 厚労省は鍼灸マサージ施術が医業行為ではないから受領委任者が必要になると考えているので

しょうか。そこが問題であり医業なのか、医業類似行為なのかこのことが本質であることを忘れ

てはならないと考えています。 

（私たちの施術が何故医業であるのかの講演資料が事務局にありますので問い合わせてください）

会員の皆さんの反論をお聞かせ願いたい。 
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NPO東洋医療を考える会、なぜ結成したの 

                                       高橋 養蔵 

一般社団法人鍼灸マッサージ師会に入会して、会費に２０００円の NPO 東洋医療を考える会の会費が

含まれていることを知らなかった会員が多いことが、昨年、行なわれた財政プロゼクトのアンケート調

査で判明しました。 

「NPO」の目的や存在理由、その役割等の説明がされていないと言う指摘がありました。ご指摘の 

とおりと深く反省する次第です。結成に、至った当時の状況を要約して説明しておきたいと思います。 

 

一般社団法人鍼灸マッサージ師会は、３８年前の 1986 年４月、「東京都保険鍼灸、マッサージ師会」

として発足しました。同年 9 月に結成された「全国保険鍼灸マッサージ師団体連合会」に加盟し、「全国

保鍼連」の中核として活動しました。 

「岸イヨ鍼灸裁判」は、岸イヨさんが受診したはり灸治療の治療費を健康保険では支払わないという 

宮原哲朗主任弁護士、渋川孝夫氏、田島二三夫氏の無報酬の援助を受けて、１９９７年（平成 9 年）

12 月の第 20回の口頭弁論までたたかわれました。 

この裁判は、岸イヨさんが「五十肩」で、医師の治療と鍼灸師の治療を受けて、保険請求したところ

医師には保険料が支払われ，鍼灸治療に療養費が支払われなかったので併給を認めろと起こした裁判で

した。 

１９９８年（平成 10 年）前半に判決が出される予定でしたが、厚労省と内密に交渉していた一部幹部

の判断で「先行医療の条件を緩和する約束ができたので」裁判を下ろすという結論が出され終結させら

れました。 

【先行医療とは、医師から同意書を発行して貰った後、一定期間、医師の治療を行う必要があると言

うことで、鍼灸マッサージの保険治療を開始するまで 2 週間、3 週間、長い保険者で 1 ヶ月まてという

ところもありました。】その後、保険申請が増えました。 

 平成 12 年（２０００年）療養費の委任払い拒否をする千葉県船橋、幕張の社会保険事務所や千葉農

協健康保険組合などに対して、千葉地裁へ委任拒否の中止を求めた国家賠償請求裁判を提訴しました。 

多くの鍼灸マッサージ師が原告として参加しましたが、平成 16 年（２００４年）の千葉地裁判決で敗

訴。東京高裁に控訴しましたが平成 18 年（２００６年）4 月に判決が出され「1 審と変わらず」という

敗訴でした。 

原告に患者さんを参加させなかったことが主張の弱点に繋がり、たたかいの輪が、広がらなかった 

ことを反省点として挙げました。 

 岸イヨ裁判では、患者の要望、併給禁止の通知をなくしてほしいと患者を中心とした、たたかいが 

厚労省を動かして「先行医療の条件」をなくしました。 

千葉裁判は 鍼灸マッサージ師（業者）の訴えだけでは、主張が弱かったので、保険者が委任払い拒

否を無くす成果がありましたが、思った成果が得られませんでした。 

 

 健康保険制度は、健康保険税を払っている国民、（患者）が主体にならなければ、たたかいにならな

い、健康保険制度により医療を受ける権利、医療を選ぶ権利を持つ国民と共に運動する組織として 

「「NPO 東洋医療を考える会」結成しました。   
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伝統手技療法実技セミナーのご案内 

講座１【治療に幅を持たせる整体術】  

講師 清水鏡晴（長生学園卒・活法整体） 

この業界に入った時に出会った活法整体は身体の使い方に 

より臨床に生かすことが出来、不思議な治療効果が得られま 

す。・活法整体をベースにした安全な関節調整法（整体術）で、脊椎、六大関節を主体に膝、

足首、腰痛等の手技療法 

（変形徒手矯正術）として新たな技術を身に付けたい方は 

ぜひ参加してみませんか。 （鍼灸師の方も歓迎） 

日時：10 月 20 日（日）14 時～16 時  

場所：東京都内（参加者希望者には別途ご案内）  

 

講座２【院内治療で活路を見出す手技療法】  

講師 清水一雄（シオカワスクールオブカイロプラクティック卒・長生学園卒・ 

臨床キネシオロジーセミナー多数参加）  

・あん摩マッサージ指圧師の療養費は訪問施術のみではなく、院内にて行うことに 

よって多くの方から感謝されます。保険治療と実費を抱き合わせて行う 

（混合診療ではない）ことが出来ます。・院内治療は在宅と違ってスキルアップしてい

くのによい体験になります。・治療に役立つ変形徒手矯正術の実技（鍼灸師の方も歓迎） 

 

日時：11月 20日（水）18時～19時 30分 場所：治療室らくらく ℡：042-728-7447 
  東京都町田市南成瀬 4－23－2 マーチ南成瀬１F JR 横浜線 成瀬駅徒歩 5 分 

 

＜申し込み 一般社団法人鍼灸マッサージ師会事務局＞ 

 ℡：03-3299-5276   e-mail：t-hoshinren@star.ocn.ne.jp 

 受講料：会員 1,000 円 非会員：3,000 円 

学術部 研修会  

テーマ「良導絡自律神経調整療法の基礎と臨床応用（実技）」 

日時：１２月１５日㈰ １４：００～１５：４５（休憩あり） 

場所：上原社会教育会館 和室  講師：白井百合 

～日々の臨床で活用している良導絡自律神経調整療法について概要ではあ

りますが、ご紹介したいと思います。直流電気を用いた特殊鍼法が基本であ

るため、臨床では機械を使った鍼治療が基本ですが、良導絡理論は手技療法にも応用でき、エステ

やサロンで活用する方もいらっしゃいます。 

現代医学のミステリーともいわれる？ファシアや未病などにもふれられたらと思います。臨床実

技は何をテーマにするかは、お楽しみです♪ 皆さまぜひご参加いただければ嬉しいです～ 

mailto:t-hoshinren@star.ocn.ne.jp
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オリンピックの栄光と挫折  

中野郁雄 

2024 パリオリンピックが 207 の国と地域、10,500 人の選手たちにより、32 競技 329 種目を争い

17 日間にわたり熱闘を繰り広げた。  

（パラリンピックは現在競技中なので、ここでは割愛させて頂く）  

今回のオリンピックでまず感じたのは、東洋の日本が西洋発祥のスポーツに強くなったことであ

る。フェンシング、レスリング、乗馬、スケートボード、ブレイキン、やり投げ、セーリング、

スポーツクライミング、サーフィンなど・・・  

これは食生活を含めた生活様式の変化などにより、日本人の体形、精神、感覚に影響を及ぼし、

西洋化に繋がっていることも一因と思われる。  

またかつてはごく少数の競技者しかいなかったものが、インターネットや SNS などの普及が競技

人口の増加に寄与している実態もあるようだ。  

その結果日本がフェンシング発祥の国フランスに勝って金メダルに輝いた。  

だが日本チームのコーチ陣が、前回大会決勝で日本を破ったフランスチームのエースを筆頭に、

すべて外国人であることを考えると、複雑でありまた指導者の力の大きさを思わずにはいられな

い。  

一方で我が国伝統の競技である柔道が、世界に普及してから苦戦が続いており、前回同様団体

でフランスに後れを取ったことを、関係者は肝に銘じ抜本的な改革を断行しなければならないだ

ろう。  

特に柔道の判定には多くの疑問や不満がある。  

先ず技をかけない場合の指導だが、その基準が曖昧で審判の感覚に委ねられている。  

重要な試合で「指導」による反則負けが幾つもあったが、選手も観客も納得がいかない判定にス

トレスが溜まった事だろう。  

どちらが多く攻撃をして技をかけたかで、以前のように「優勢勝ち」の方が納得できる。  

ルールのほとんどが西欧主導できめられている現状は、もはや我が国発祥の武道としての精神は

失われ、レスリングに接近しているように思われる。  

またスケートボードやブレイキン、サーフィンなどのメダリストは十代半ばの年少者であるこ

とを考えると、遊びの中から生まれたスポーツとして、日本の少年達の遊びの傾向が昔とは大き

く変わっていることを思わせる。  

競技では必ず勝者と敗者に分かれたり、順位がつけられるものだが、格闘技や球技や陸上競技な

どは非常に分かりやすいものの、スケートボードやブレイキンの採点に関しては、素人には良く

分からないので詳しい解説が必要と感じる。 いずれにしても各競技ではメダリストとそうでない

者とに分かれるわけだが、メダリストのコメントで共通しているのは、ここに来るまでの筆舌に

尽くせぬ苦しさと、周りで支えてくれた多くの人たちに対する感謝の思いが印象的であった。  

多くの人に支えられていることを実感できたことは、今後の人生の糧となるだろう。  

「オリンピックには魔物が棲む」と言われているが、勝者と敗者を分けるものは何か。  
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技術や努力という人がいる一方、すべて運が左右するという人もいる。  

あるいは持っている才能、努力、環境、指導者、不屈の闘志、根性など様々な要素に運が絡み、

それらがうまく機能したときに勝利の女神がほほ笑むという人もいる。  

私は最終的にはメンタルだと思っている。  

どんなに実力があっても緊張の度合いが強すぎれば、身体は思うように動かない。  

また、悲観的に考えるよりポジティブに考える方が、プレッシャーが少ないはずだ。  

「失敗してしまうかな？」と考えるより「絶対成功する」と思う方が、明らかに成功率が高いと

いうデータがある。  

つまり疑問、否定、不安などのネガティブな要素を排除して、やるべきことに精神を集中させる

という事だと思う。  

然し勝敗を競う上で能力としての人種的差異という大きな壁がある。  

骨格や体型、筋肉の質などは人種の DNA なのでどうにもならない。  

マラソンにおいては先頭集団のほとんどがアフリカ系の黒人であり、現時点では特に陸上競技を

中心に、運動能力においてアフリカ系の選手は非常に優れている。  

サバンナを動物と共に走っていた先祖の DNA と、畑や田んぼで農耕を営んでいた人種とでは、 

体型も運動能力も異なるのは当然である。  

そのため普通フランス人と言えば、アラン・ドロンやカトリーヌ・ドヌーブと言った白人の素敵

でおしゃれな人物を思い描くが、今大会のフランスは黒人選手が圧倒的に多く意外であったが、

その能力を思えば当然の事だろうと思う。  

胴長短足の日本人は陸上競技にはあまり向かないが、田んぼや畑で培った DNA はレスリングなど

の格闘技にその力を発揮する。  

今回のオリンピックでは日本の金メダル獲得数が、アメリカ中国に次ぐ 3 番目であった。  

母国の名誉をかけて戦った選手及び関係者たちに、心からの感謝と拍手を送りたい。  

ただこの結果はある意味国力に比例するとも思えるので、極めて少人数での参加国や、戦争や 

紛争の真っただ中にある国や地域から参加した選手たちには特別の思いがある。  

また必死に頑張ったのに初戦で負けたり、あと一歩のところで涙をのんだ圧倒的多数の選手たち

には、健闘を称え心からの拍手を送りたい。  

誰もが勝つために向かった場所のはずなのに、残念な結果に終わってしまった時に、気持ちの切

り替えは相当困難と思うが、明日に向かってまた一歩を踏み出して欲しい。  

そして 4 年後のロス五輪でも「勝って驕らず敗けて腐らず」の精神で、国の為応援してくれる人

たちの為に全力で闘って欲しい。  

あなた達が流した血と汗と涙は、金メダルよりも重く尊くそして光り輝いているはずだ。  

メダルをかけられなかった全ての選手たちに対し、感動と感謝の金メダルを贈呈したい。  
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高齢者は何故異変に気付かないのかについて考える 

 

松本 泰司 

A さんは 92 歳の物静かな男性だった。新規の利用者さん

だった。奥様が和室の座椅子を勧めてくれたが座って暫く

するとズボンが濡れた。 

 私は奥様がリビングに行ったときに座椅子の座布団を嗅

いだ。小便臭かった。気色が悪いので事務所に帰ってズボン

と下着を変えたかったが遅れて包括の男性職員と福祉用具

担当者が来た。馴染みの包括に座椅子を丁寧に勧めてあげたが、普段私の態度との違いで何かを察知し

固辞して座ってくれなかった。彼は異変に気付いた。 

A さんはベッドが苦手で和室の床に自分の布団と奥様の分を並べて寝ていた。壁際に起き上がり用の

手すりを設置したかったようだ。 

或る朝、管轄の警察から事務所に電話があった。A さんが亡くなった。私は驚いてその日の午後奥様

と連絡を取った。午前中奥様はずっと警察署で事情聴取をされていた。 

（詳細）前日の午後 5 時頃から A さんは和室の座卓に両肘をつき、両手掌で頭を抱えていたらしい。

奥様は何度か声をかけ夜 7 時には座卓に夕食を並べ、「お父さん夕食が冷めますから早く召し上がって

ください。」等と声掛けをしていた。A さんは頭を抱えたまま返事をせずにいた。普通この辺りで何か変

だと気付きそうだと思うが奥様は全く気付かなかった。『もうお父さんは寝てしまって・・・』と言いな

がら夕食を片づけ自分は風呂に入り、相変わらずの姿勢のＡさんを布団まで引きずって寝かせて布団を

掛けて自分も寝てしまった。翌朝、何度揺り起こしても起きなかったので救急車を呼んだ次第である。 

高齢者が異変に気付かない例は他にもある。私は土曜訪問マッサージをしているが、多摩の戸建ての

高齢者夫婦のＫ宅を訪問していた。私は奥様を施術していた。訪問日前日に奥様から『主人が緊急入院

したので明日はお休みにしてください』と電話があった。翌週に訪問して事情が分かった。 

４月だったが奥様が夜中トイレに行こうとベッドから床に足を下ろしたら何かを踏んだ。夫だった。

ご主人はベッドとベッドの間の床に倒れていた。奥様は「あなた風邪を引くからベッドで寝て下さい。」

と何回も声をかけたが目を覚まさない。普通ならここでおかしいと思うのだが・・・・。 

奥様は変とは思わなかった。ご主人は小柄なので奥様は引き起してベッドに寝かせようと奮闘した、

が力尽きて隣の別棟に住んでいる次女に電話をした。床で寝ている夫をベッドに上げて欲しいと。 

次女は現場を見て異変を察知してすぐに救急車を呼んだ。搬送先の検査で脳梗塞を発症していた。 

ご主人が入院中、奥様は私にボヤいた。「お父さんを抱き起そうと一生懸命に引き上げたせいで腰を

痛めた。お父さんのせいで立ち上がるのも痛くなった。」私がご主人の様態を聞くとＫさんは憤慨して

言った。「私は見舞いの時に夫が可哀そうだと思ったので、夫の手を握ってあげたら手を引っ込めて顔

を背けたんです。」「失礼だと思いませんか、その上話しかけても私には一言も喋らないんです。次女と

は普通に話しているのに。」私は『次回のお見舞いでは麻痺した方の手を握ってください。引っ込めない

はずです。』と言おうとしたが嫌な奴と思われるので黙っていた。不思議なのは夫婦を長くやっている

と連れ合いは病気にならない/死なないと云う固定観念が出来てしまうのだろうか。異変に気付かない

人間が実際にいるのである。 

小便がしたい人目を避けて場所を探し続け

る行程が果てなく続くコリャ異変だわ 

ｵｼｯｺがしたくて出来る場所を探しやっと用を済

ませたら布団にヤッテ目が覚めた異変アルアル 
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R06 年 9月                R06 年 10 月 

1 日   1 火  

2 月  2 水  

3 火 申請書〆切 3 木 申請書〆切 

4 水  4 金  

5 木 NPO 体験マッサージ(13：00～17：00) 5 土  

6 金  6 日  

7 土  7 月  

8 日 理事会（13:30～15:30） 8 火  

9 月 事務局会議（13:00～15:00） 9 水  

10 火 事務局通信投稿締め切り 10 木 事務局通信投稿締め切り 

11 水  11 金  

12 木  12 土  

13 金  13 日  

14 土  14 月 スポーツの日 

15 日  15 火  

16 月 敬老の日 16 水  

17 火  17 木 NPO 体験マッサージ(13：00～17：00) 

国民の会役員会(18：30～20：30) 

18 水  18 金 ウーベル保険 R6 年 10 月加入申し込み締め切り 

19 木 国民の会役員会(18：30～20：30) 19 土  

20 金 ウーベル保険 R6 年 9 月加入申し込み締め切り 20 日 伝統手技部会セミナー(13：00～16：

30)会場：上原社会教育館 

21 土  21 月 事務局会議（13:00～15:00） 

22 日 第 2 回 10月施術分からの改定に関

する説明会(9：30～12：00) 

会場：上原社会教育館 

秋分の日 

22 火 編集会議（13:00～14:00） 

23 月 振替休日 23 水  

24 火 編集会議（13:00～14:00） 24 木  

25 水  25 金  

26 木  26 土  

27 金 支給明細などの発送 27 日  

28 土  28 月  

29 日 ケアマネ会議（13:30～15:30） 29 火 支給明細などの発送 

30 月 療養費の振り込み 30 水  

   31 木 療養費の振り込み 

 

※国民の会：健康保険ではり・きゅう・マッサージを受ける国民の会 

※NPO：NPO 法人東洋医療を考える会 
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